
※Ｎ４０は重量用のため直付けできません。

２ ： 納まり図　（ハンガーレールとガイドレール間の標準施工寸法）

３ ： 施工方法

１ ： 適用扉質量

【２】継受金具の取付

※カーブレールにはボルト合わせ穴はあいていません。
　 レベルを合わせた後、直接押さえボルトで押さえつけて固定してください。

【４】レール固定金具の取付

レールと天井受又は横受を同時に挟み、締め込みます。

※戸当りとしては使用しないでください。

【３】ガイドレールの取付と扉の吊り込み

①扉下部にガイドローラを取付けます。
②ガイドローラをガイドレール内に落とし、ボルトを
　 持ち上げながら扉を起こします。
③複車取付部まで複車を移動させ、複車のボルト
   巾取り部分 (10.5mm) にスパナをかけ、扉を吊り
   上げます。

【１】ハンガーレールの取付

【注意】 予め、扉内部にＭ１２ナットを溶接するか、

タップ加工をしておいてください。  
ガイドローラ

ガイドレール

扉

Ｎ４０複車

巾取り部分ボルトを
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ＵＨ　＝　ハンガーレールの下端と扉の上端との間の隙間寸法
ＬＨ　＝　ＧＬと扉の下端との間の隙間寸法

Ｈ　＝　ＵＨ＋ＬＨ＋ＤＨ（ただしＤＨは扉高さ）
Ａ　＝　扉上端のボルトを逃がすための穴加工深さ
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■Ｎ２０エプロンを使う場合
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エプロン ３１～４２ ４３～５１
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■Ｎ２０枠付ガイドローラを使う場合
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枠付ガイドローラ ３１～４０ ４１～５１
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※（  )内の寸法は単車を使用した場合の寸法です。
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扉
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（レールのズレを防止します）

複車２個吊りで４０００Ｎ（約４００ｋｇ）以下
単車２個吊りで２０００Ｎ（約２００ｋｇ）以下

Ｗ１，３：彫り込み加工をしなくても使用できる扉厚

Ｗ２，４：彫り込み加工をすれば使用できる扉厚

※扉間の隙間寸法Ｇを７㎜に設定
　 Ｘ・Ｙ寸法は２０㎜以上確保してください。

①ハンガーレールのボルト合わせ穴に
   押さえボルトがくるようにセットします。
②レールの左右の位置を合わせ、
   押さえボルトを強く
   締め込みます。

ハンガーレールに複車及び、天井受（横受）を通し、
４５０mm～５００mmピッチで天井受（横受）を取付けます。

※扉をたてる際に、直接ガイドローラに荷重がかかる場合は
   扉下部にかまし板等を使用し、破損防止をしてください。

  （取付ボルト：Ｍ８六角ボルト 長さは現場合わせでご用意ください）

① ②

扉１枚当たり /  

(10.5mm) 

ニュートン４０スチールドアハンガー　取付説明書



取付ビス 別途
（推奨：Ｍ６)別途

下部戸当り
セット

N40キャッチ付戸当り
上部戸当り

１８０

１３ １２２

１３ ５３

１５２以上

ガイドローラ
（別途）

 施工条件４

  

  

【６】戸当りについて

【５】サイドカバーの取付
サイドカバーの切り欠き部をレール固定金具の
プレートとブラケット下部の間に挿入し、
固定ナットで固定します。

①床面に戸当り等の突起物が付けらない場合
　　⇒右図 施工条件１ のように、ダンパー付戸当りをレール内に
       １ヶ取付けてください。
                           　　 （ダンパー付戸当りの小箱内に専用取付説明書有り）
　　　　　　　　　　　　　　　　
②床面に戸当り等の突起物が付けられる場合
　   ⇒下図 施工条件２ のように、床面に現場加工で戸当り等の
        突起物を付け、扉下部に戸当り材をつけます。その戸当りと
　　　 同位置にレール取付戸当りを上部に取付けます。

       　　　　　　　　　　　　（レール取付戸当りの小箱内に専用取付説明書有り）
【両引き分けの場合】
　　　　　　　　　　　　　　　

※サイドカバーの上部は 

 レールとブラケットの間

【注意】 扉下部の当たりとしてガイドローラに直接当てないでください。 

１，１つのブラケット間に２ヶ以上の複車が入らないように取付けてください。

２，走行時、異常音又は走行抵抗が大きくなった場合、点検をし、各部品に異常又は破損が見られたらすみやかに新品と交換してください。

３，６０℃以上の高温、多湿の所には取付けないでください。

 施工および使用上の注意

－施工業者の方へ－ 
Ｎ２０ 継受金具用押えボルトには緩み止め処理が施されています。

 

●緩み止め処理剤は、人体に対する安全性を考慮してありますが、人によってはかぶれる場合がありますのご注意ください。

 

●ボルトおよびねじを口にくわえないでください。表面硬化剤が唾液で溶け、かぶれたり有害物質が出るおそれがあります。
 

サイドカバー

Ｎ２０戸当りゴム
（アングルは別途）

 施工条件３ 施工条件２

 施工条件１

サイドカバー上部

切り欠き部

ブラケット

レール固定金具

　プレート固定ナット

※ レール

Ｎ２０
レール取付
戸当り

Ｎ２０
レール取付
戸当り

床面の突起物と
戸当り材

Ｎ２０
タ゛ンハ゜ー付
戸当り

  

下図 施工条件３ のように上部にレール取付戸当りを取付けます。
下部戸当りとして現場加工でアングル等（別途）に戸当りゴムを付け、
それを溶接等で取付けます。
必ず上下で扉に当ててください。

 

下図 施工条件４　のようにキャッチ付戸当りを
２ヶ取付けてください。
（キャッチ取付戸当りの小箱内に専用取付説明書有り）

　　　　　　　　　　　　　　　
 

【戸当り竪枠が無い場合】

【扉を途中で止める場合】

戸当りゴム
(取付ねじＭ５使用)
※別途ご用意ください
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